
学校名

平成2  9年度スーパー ・ プロフェツショナル・'、イスクール
事集計画書

I 委託事業の内容

1 .研究開発課題名

「勢農ブランド確立への挑戦!未来の農業を拓 <専門人材育成プログラムの開発
̃ 地方創生や成長産業としての農業を担うための資質・能力の育成 ̃」

構式1

2 .  研究の目的

現在の農業の現状や課題を考えると、 これからのわが国の持続可能な発展には、 6次産業化をす

すめ農業を中心とした地方創生、 さらには積極的な農産物の輸出など攻めの農業に象徴される成長

産業としての農業の推進が必要と考えられる。

そこで本事業では、 地方創生や農産物の輸出等に果敢に挑戦しようとする将来のスぺシャリスト

の育成を日的に、 生涯にわたって自ら考え課題を解決していく力や主体的に行動できる力 (課題解

決実践力)を持つた人材の育成に必要なカリキュラムや学習指導法・評価方法の研究、地域連携の

研究、 さらにはキャリア教育の在り方にっいて研究を推進する。

3 実施期間

契約日から平成30年 3 月 1 5 日 まで

※ 最長で当該年度の3月15日(3月15日が行政機関の休日に当たる場合は直前の開庁日)まで

4 .  当該年度における実施計画

( 1 ) 研究内容

ア 学習指導法等の研究

(ア)学校設定科目「農業と人間」の内容・指導法の研究及び「農業と環境」の指導法の研究

1年目に開発した「農業と環境」 「農業と人間」の教材や学習活動を更に改善・充実させ、

生徒の学習活動の到達度を高め、 その成果と課題を明確にする。

(イ)学校設定科目「農業経営実践」 「地域連携I」 「地域連携n」 「農業マーケティング 」の
内容・指導法の研究

1年目に開発した「農業経営実践」 「地域連携I・ n 」 「農業マーケティング」の教材や
学習活動を評価し、 その成果と課題を明確する。 「地域連携 II 」 と 「農業マーケティング」

にっいては、 引き続き教材開発をしていく。

(ウ )  普通教科との連携強化の研究

普通教科での教材開拓や授業展開を進め、 生徒の学習の到達度を評価し、 その成果と課題

を明確にする。



(エ)専門学科講師派遣事業の内容の研究

事業対象学年となる2学年に対し、継続的に「専門学科講師派遣事業」を実施し、当該授

業における生徒の学習の到達度を評価する。 また、 全学科対象に 「大学講師による専門知識

技術に関する講義」を実施し、高度な知識・技術習得の評価をしていく。

(オ) 勢多農林直売所を活用 した流通学習の指導法の研究

直売所の運営を検証し、 その成果と課題を明確にし、 更なる改善・充実を図る。

(カ)評価法の研究

作成したルーブリック評価を、 各学科・コースや科目及び教科に落とし込み、 具体の日標

を設定して、 引き続き評価法の研究に取り組んでいく。

イ 地域連携の研究

(ア) 地域資源を活用した農業クラブプロジェクト活動の研究

実施した地域資源を活用した農業クラブプロジェクト活動から、 評価と課題を明らかにし

て、更なる改善・取組を図る。

(イ)高大連携事業の研究

1年目の高大連携事業の取組から、その成果と課題を明確にし、更なる改善 ・充実を図る。

(ウ )  フイ リピン大学ロスバニヨス校附属ルーラル高校との交流活動の研究

フイ リピン大学ロスバニヨス校附属ルーラル高校との交流活動において、 考案した交流活

動を実施し、 生徒の学習の到達度を評価する。

(エ )連携先のネット ヮーク構築の研究

1年目までの連携先をまとめ、 外部機関との連携を一元化できるシステムの構築を行い、

新たな連携先の開拓を引き続き行う。

ウ キャリア教育の研究

(ア) 系統的なインターンシップの研究

1年日に改善したインターンシップを実施し、 生徒の到達度や達成度を評価する。 また、

受入企業からの評価を加え、 効果的なインターンシップの形態を検証する。

(イ )  専門科日内でのキャリア教育の指導法の研究

適時に適切なレポー トや記録等の内容を検討し、 3年間の学びが確認できるポー ト フォ リ

オ評価を確立していく。 また、 専門科目内での位置付けやその指導法を検討していく。

当初計画であった以下の2項目は、 研究項目を統合・集約し研究を進めていくこととした。

※各科の中核(農業)科目の内容・指導法の研究

各科の中核科目は「地域連携I」 「地域連携 n 」に置き換わっていることから、  これらの
科目は『学校設定科目「農業経営実践」 「地域連携I・ n 」 「農業マーケティング」の内容
指導法の研究』 となるため、 そちらに集約して研究を進めていく。

※学科間連携の研究

当面は『地域資源を活用した農業クラブプロジェクト活動の研究』を中心に学科間連携に

取り組んでいくため、 そちらに集約して研究を進めていく。

上記の研究の成果は、高等学校教育研究会農業部会及び群馬県教育委員会、群馬県農政部等との

連携事業や各種行事・委員会やS S Hとの合同成果発表会等で発表の機会を設け、 県内高校・関係



機関へ広く報告するものと し、 農業人材育成のモデル事業と して取り組んでいきたい。

( 2 )  効果測定について

ア 定量目標の数値測定法(評価レベル)

事業の満足度にっいては、アンケート調査を実施し、下記に示した4段階で評価レベルを得る。

4 大変理解できた

3 理解できた

2 あま り理解できない

1 理解できない

イ 定性目標・定量目標・効果測定

l 定性目標 l 定量目標 l 効果測定

ア

学
習
指
導
法
等
の
研
究

(ア) 「農業と環境」 と学校設定科目 「農業と人間」 の内容・指導法の研究

「農業と環境」 ・プロジェク  ト学習法の

習得

・専門知識・技術の習得

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3.0以上

・ 作品法 ( ノ ー ト 、  レ

ポー ト 、プレゼン 、

成果物)

・ぺーパーテスト

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

・ 農業技術検定の取得

状況(取得率、合格

率等)

「農業と人間」 ・農業への興味・関心の

向上

・農業専門分野の理解

・ 専門分野の進路意欲向

上

・先進農家・企業等視察

2件以上実施

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3.0以上

・日本農業技術検定3

級合格70%及びそれ

に相当する知識・技

術の習得

(イ )学校設定科目 「農業経営実践」 「地域連携I ・ n」 「農業マーケティング」 の内
容・指導法の研究

a「農業経営実践」

(2年日以降実施)

・ G A Pや有機認証等の

理解、手法の習得

・有利販売法の習得

・新たな農業手法の創造

や発想力の育成

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3. 0以上

・ 作 品 法 ( ノ ー ト 、 レ

ポー ト 、プレゼン 、

成果物)

・ぺーパーテスト

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

・検定の取得状況(取

得率、合格率等)

b「地域連携I ・ II」

(2年目以降実施)

・地域農業等の理解

・地域産業界との連携強

化

・新たな農業手法の創造

や発想力の育成

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3.0以上

・ 地域に対する理解

4段階評価3. 0以上

c「農業マーケティ

ング」

(3年日に実施)

・農業経営に対する興味

・関心、意欲の向上

・マーケティング知識の

習得 /



l ・消費者ニーズの理解 l-l
(ウ )  普通教科との連携強化の研究

・普通教科への興味・関

心の向上

・基礎学力の向上

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3. 0以上

・普通教科への興味・

関心 4段階評価

3.0以上

・ぺーパーテスト

・ 作 品 法 ( ノ ー ト 、  レ

ポート、成果物)

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

・検定の取得状況(取

得率、合格率等)

(エ)専門学科講師派遣事業の内容の研究

・専門知識の習得

・ 「課題発見力」 「課題

解決力」 「プロデュー

ス力」の習得

・新たな農業手法の創造

や発想力を育成

・各学科4時間の実施

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3.0以上

・専門分野に対する関

心・意欲  4段階評

価3. 0以上

・作品法 ( レポート )

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

(オ) 勢多農林直売所を活用した流通学習の指導法の研究

(2年目以降実施) ・直売所の設置

・専門分野の興味・関心

の向上

・ 農産物の流通の理解

・有利販売の理解

・ 消費者ニーズの理解

・直売所の稼働率

週1日以上

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3. 0以上

・ 作 品法 ( ノ ー ト 、  レ

ポート、成果物)

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

・来校者の満足度

(カ)  評価法の研究

l-l i;差i:置iせ l-
イ

地
域
連
携
の
研
究

(ア) 地域資源を活用した農業クラブプロジェク ト活動の研究

・農業への興味・関心の

向上

・地域農業の理解

・情報発信力の習得

・協働力の向上

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3.0以上

・関係機関からの評価

4段階評価3.0以上

・ 作 品法 ( ノ ー ト 、  レ

ポート、成果物)

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

・研究発表への参加

(イ )  高大連携事業の研究l ・専門分野の興味・関心 l ・生徒の理解度・意欲に法 ( ノ ー ト 、  レ
の向上 向 上 な ど 4 段 階 評  ポート、成果物)

・高度な知識・技術への 価3.0以上 ・観察法(行動、発言、



興味・ 関心の向上

・専門知識・技術の習得

・新たな農業手法の創造

や発想力の育成

発表、実技)

・アンケート調査

(ウ )  フイ  リ ピン大学ロスバニヨス校附属ルーラル高校と の交流活動の研究

・国産農畜産物の評価の

認識

・農業のグローバル化に

対する意欲・チャレン

ジ精神の向上

・参加者数 10名以上

・生徒の理解度・意欲

向上など 4段階評

価3.0以上

・関係機関からの評価

4段階評価3.0以上

・ 作 品法 ( ノ ー ト 、  レ

ポート、成果物)

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

(エ) 連携先のネッ ト ヮーク構築の研究l ・一元化したネットワ一 l ・担当者の打合せ学 l-
ク構築の完成 期1回以上実施

・新規連携先の開拓

ウ

キ
ヤ

リ
ア
教
育
の
研
究

(ア) 系統的なイ ンターンシップの研究

・専門分野の興味・関心

の向上

・専門的な知識・技術の

習得

・望ましい勤労観・職業

観の育成

・短期インターンシップ

3日以上実施

・長期インターンシップ

6日以上実施

・ デュアルシステム

20日以上実施

・生徒の意欲向上など

4段階評価3.0以上

・受入企業の評価

4段階評価3. 0以上

・ 作 品 法 ( ノ ー ト 、  レ

ポート、成果物)

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

・企業アンケート調査

(イ )  専門科目内でのキャリア教育の指導法の研究

・専門分野の興味・関心

の向上

・望ましい勤労観・職業

観の育成

・生徒の意欲向上など

4段階評価3.0以上

・担当者の打合せ 学

期1回以上実施

・ 作 品 法 ( ノ ー ト 、  レ

ポート、成果物)

・観察法(行動、発言、

発表、実技)

・アンケート調査

5 .  実施体制

( 1 )  研究担当者

氏 名 職 名 役割分担・担当教科

松島 伝一

教 諭 ◎研究開発主任(事業総括) 、 学習指導法等研究推進委員、 キャリ



ア教育推進委員、地域連携推進委員、教科「農業」 (畜産)

松村 哲夫 教 諭 〇研究開発副主任、 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進

委員、地域連携推進委員、教科「農業」 (作物)

月精 道郎 教 諭 〇事業推進部長、 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委

員、地域連携推進委員、教科「農業」 (造園)

井田 宣昭 教 諭 〇学習指導法等研究推進委員長 教科「農業」 (食品化学)

須賀 克也 教 諭 〇キャ リ ァ教育推進委員長、 学習指導法等研究推進委員、

教科 「地理歴史・公民」

岡橋 弘和 教 諭 〇地域連携研究推進副委員長、 事業推進部、 キャ リ ア教育推進委員、

学習指導法等推進委員、教科「農業」 (植物バイオテクノロジー)

石井 樹一朗 教 諭 〇学習指導法等推進副委員長、 地域連携推進委員、 キャリア教育研

究推進委員、事業推進部、教科「農業」 (畜産)

新井 健司 教 諭 〇キャリア教育推進副委員長、 地域連携推進委員、 事業推進部、 学

習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (農業土木)

大山 雅裕 主 任 〇事業推進副部長 ・ 事務

小沼 由紀子 教 諭 〇地域連携推進副委員長、 事業推進副部長、 キャ リ ァ教育推進委員、

学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (フラワーデザイン)

筑井 秀之 教 諭 〇地域連携推進委員長、 キャ リア教育推進委員、 学習指導法等研究

推進委員、事業推進部、教科「農業」 (簿記)

山本 剛太 主 幹 事業推進部・事務

竹井 三智 主 事 事業推進部・事務

豊岡 晶也 主 事 事業推進部・事務

沼野 佳代
司書専門員

(主管)

事業推進部・事務

鈴木 佳子 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、 教科 「国語」

阿久澤 毅 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「保健体育」

狩野 裕之 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「外国語」

鷲頭 育夫 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「理科」

楠 真由美 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャ リ ァ教育推進委員、

教科「農業」 (実験動物)

水島 英明 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (食品製造)

外処 珠美 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「国語」

吉澤 勉 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「数学」

阿久澤 弘美 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 地域連携推進委員、 キャリア教育推進

委員、教科「家庭」

石川 充洋
教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、

教科「農業」 (果樹)

坪内 陽祐 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリァ教育推進委員、

教科 「地理歴史・公民」



角田 容子 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「外国語」

岡田 裕 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、

教科「外国語」

栗原 勇夫 教 諭 学習指導法等研究推進委員、地域連携推進委員、

教科「農業」 (野菜)

春田 隆 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリァ教育推進委員、

教科「農業」 (応用菌類)

青木 香央子 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「理科」

岡田 めぐみ 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「外国語」

糸井 秋雄 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (草花)

小池 英吾 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、

教科「農業」 (農業土木)

片岡 美穂 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリァ教育推進委員、 教科 「国語」

須藤 幸子 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (造園)

角田 めぐみ 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「農業」 ( フ ラワーデザイン)

平井 千尋 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「保健体育」

下田 裕之 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (農業情報処理)

下城 裕斗 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「保健体育」

反町 祐太 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「数学」

椛澤 亮介 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「保健体育」

二木 朋与 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「理科」

推澤 遼子 教 諭 学習指導法等研究推進委員、地域連携推進委員、

教科「農業」 (微生物利用)

清水 美果 教 諭 学習指導法等研究推進委員、地域連携推進委員、

教科「農業」 (植物バイオテクノロジー)

増田 寛己 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「数学」

福田 晋一郎 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「地理歴史・公民」

櫻井 俊二 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、

教科「農業」 (食品製造)

田中 浩二 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「数学」

須田 智文 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (環境科学)

干川 洋輔 教 諭 学習指導法等研究推進委員、地域連携推進委員、

教科「農業」 (実験動物)

小林 悠香 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (畜産)

下田 勇人 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、

教科「農業」 (環境科学)

加藤 大 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリァ教育推進委員、

教科「農業」 (環境科学)

菅野 知貴 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「国語」



小林 千奈津 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、

教科「農業」 (応用菌類)

山田 利幸 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (造園)

大竹 徳之 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (実験動物)

澤田 修一 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 教科 「農業」 (植物バイオテクノロジ-)
鹿沼 安行 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (畜産)

根井 貴宏 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリァ教育推進委員、

教科「農業」 (応用菌類)

井上 速見 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (作物)

青木 勇介 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (野菜)

吉岡 秀人 教 諭 学習指導法等研究推進委員、 キャリア教育推進委員、

教科「農業」 (畜産)

平方 敦 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (果樹)

定村 育恵 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (環境科学)

宮下 明菜 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (農業情報処理)

渋川 明 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (草花)

阿久津 鳳子 教 諭 学習指導法等研究推進委員、教科「農業」 (畜産)

( 2 )  研究推進委員会

氏 名 職 名 役割分担 ・ 担当教科

高橋 太郎 群馬県教育委員会高校教育課・指導主

事

指導・助言・教科 「農業」

福島 実 群馬県立勢多農林高等学校・校長 研究推進委員長

立見 康明 群馬県立勢多農林高等学校・教頭 研究推進副委員長

櫻井 修史 群馬県立勢多農林高等学校・事務長 研究推進副委員長

松島 伝一 群馬県立勢多農林高等学校・教諭 ◎研究開発主任(事業総括) ・学習指導

法等研究推進委員、キャリア教育推進委

員、地域連携推進委員、教科「農業」

松村 哲夫 群馬県立勢多農林高等学校 ・ 教諭 〇研究開発副主任・学習指導法等研究推

進委員、キャリア教育推進委員、地域連

携推進委員、教科「農業」

月精 道郎 群馬県立勢多農林高等学校 ・ 教諭 〇事業推進部長 ・ 学習指導法等研究推進

委員、キャリア教育推進委員、地域連携

推進委員、教科「農業」

井田 宣昭 群馬県立勢多農林高等学校 ・ 教諭 〇学習指導法等研究推進委員長、

教科「農業」

須賀 克也 群馬県立勢多農林高等学校 ・ 教諭 〇キャリア教育推進委員長、 学習指導法

等研究推進委員、教科「地理歴史・公民」



岡橋 弘和 群馬県立勢多農林高等学校・教諭 〇地域連携研究推進副委員長、事業推進

部、キャリア教育推進委員、学習指導法

等推進委員、教科「農業」

石井 樹一朗 群馬県立勢多農林高等学校・教諭 〇学習指導法等推進副委員長、地域連携

推進委員、 キャリァ教育研究推進委員、

事業推進部、教科「農業」

新井 健司 群馬県立勢多農林高等学校・教諭 〇キャリア教育推進副委員長、 地域連携

推進委員、事業推進部、学習指導法等研

究推進委員、教科「農業」

大山 雅裕 群馬県立勢多農林高等学校・事務 〇事業推進副部長・事務

小沼 由紀子 群馬県立勢多農林高等学校 ・ 教諭 〇地域連携推進副委員長、事業推進副部

長、キャリア教育推進委員、学習指導法

等研究推進委員、教科「農業」

筑井 秀之 群馬県立勢多農林高等学校 ・ 教諭 〇地域連携推進委員長、 キャリァ教育推

進委員、学習指導法等研究推進委員、事

業推進部、教科「農業」

春田 隆 群馬県立勢多農林高等学校 ・ 教諭 2学年主任、学習指導法等研究推進委員、

キャリア教育推進委員、教科「農業」

阿久澤 弘美 群馬県立勢多農林高等学校・教諭 1学年主任、学習指導法等研究推進委員、

地域連携推進委員、キャリア教育推進委

員、教科「家庭」

栗原 勇夫 群馬県立勢多農林高等学校・教諭 P T A主任、 地域連携推進委員、 学習指

導法等研究推進委員、教科「農業」

( 3 )  運営指導委員会

氏 名 所属・職名 役割・専門分野等

村山 元展 高崎経済大学・学長 委員長(座長)、指導助言、地域政策

京免 徹雄 愛知教育大学・講師 指導・助言、 キャリア教育

樋口 努 群馬県立農林大学校長 指導・助言、 農林行政・担い手育成

石坂 郁夫 群馬県農政部農業構造政策課長 指導・助言、 農林行政

田村 新衛 JA群馬中央会総合企画部長 指導・助言、 農業振興

須藤 泰人 群馬県農業法人協会会長 指導・助言、 農業法人経営、農業振興

岩井 雅之 株式会社 フ ァーム ・  ドゥ社長 指導・助言、 企業経営

矢端 晴美 有限会社 ャバタファーム取締役 指導・助言、 農業経営 (6次産業化) 、

農村生活アドバイザー

村山 義久 群馬県教育委員会高校教育課長 指導・助言、 教育行政



( 4 )  校内における体制図

6 .  研究内容別実施時期

月 学習指導法等研究推進委員会 キャ リァ教育推進委員会 地域連携推進委員会

4 月 第1回学習指導法等研究推進

委員会(教科学習内容、学校

設定科日学習内容の研究)

第1回キャリア教育推進委員会

(高大連携事業、専門学科講師

派遣事業、視察研修)

第 1  回地域連携推進委員会

(先進農家・企業連携の実施・活

用)

生徒の実態調査、年間実施計画の作成

5 月 教科学習内容、 学校設定科目

学習内容の研究

インターンシップの検討

デュアルシステム実施

先進農家・企業との連携事業実

施

6 月 第 2 回学習指導法等研究推進

委員会(教科学習内容、学校

設定科目学習内容の研究)

第2回キャリア教育推進委員会

(高大連携事業、専門学科講師

派遣事業、視察研修)

第2回地域連携推進委員会

(先進農家・企業連携の実施・活

用)

第1回運営指導委員会、 実施計画の検討

7 月 第 3 回学習指導法等研究推進

委員会(教科学習内容、学校

設定科目学習内容の研究)

第3回キャリァ教育推進委員会

(高大連携事業、専門学科講師

派遣事業)

第 3  回地域連携推進委員会

(先進農家・企業との連携事業

実施・活用)

8 月 教科学習内容、 学校設定科目

学習内容の研究

長期イ ンターンシップ実施 先進農家・企業との連携事業実

施

9 月 第4回学習指導法等研究推進

委員会(評価方法の研究)

第4回キャリァ教育推進委員会

(長期インターンシップ実施、

高大連携事業、専門学科講師派

遣事業実施)

先進農家・企業との連携事業活

用



10月 第 5 回学習指導法等研究推進

委員会 (教科学習内容の評価・

検証)

第5回キャリア教育推進委員会

(高大連携事業、 専門学科講

師派遣事業実施、視察研修)

第 4  回地域連携推進委員会

(先進農家・企業との連携事業

活用)

第2回運営指導委員会

1 l月 第6回学習指導法等研究推進

委員会(評価方法の研究)

第6回キャリァ教育推進委員会

(高大連携事業専門学科講師

派遣事業実施)

先進農家・企業と の連携事業の

活用・検証

12月 第 7 回学習指導法等研究推進

委員会 (教科学習内容の評価・

検証)

第7回キャ  リア教育推進委員会

短期インターンシップ実施、専

門学科講師派遣事業実施

第5回地域連携推進委員会

(先進農家・企業との連携事業

の活用・検証)

1 月 第 8  回学習指導法等研究推進

委員会

成果発表会準備

第8回キャリァ教育推進委員会

成果発表会準備

第 6  回地域連携推進委員会

成果発表会準備

2 月 年間の反省、 成果発表会、 次年度計画

第3回運営指導委員会

3 月 事業報告書発刊、文部科学省へ報告書提出

※ 実施の時期は事業計画書提出時のものであり、 実際の事業着手は契約締結後とする。

7 . この事業に関連して補助金等を受けた実績

補助金等の名称 交 付 者 交 付 額 交付年度 業務項目

実績なし 余白 余白 余白 余白

8 .  知的財産権の帰属

※ いずれかに〇を付すこと。なお、 1.を選択する場合、契約締結時に所定様式の提出が必

要となるので留意のこと。

(〇) 1 . 知的財産権は受託者に帰属することを希望する。

( ) 2 .知的財産権は全て文部科学省に譲渡する。

9 再委託に関する事項

再委託業務の有無 有@
※有の場合、別紙3に詳細を記載のこと。

n 委託事業経費
別紙1に記載

llll 事業連絡窓口等

別紙2に記載


